まえがき by 岩本, 武和
Titleまえがき
Author(s)岩本, 武和







常の経験と対立し、世の常織を逆なでする。   
それだからこそ、それはそれまで見えなか   
った真理をひとびとの前に照らしだすもア   
ダム・スミスの、く見えざる手〉の理論ほど、   
日常の纏験と対立し、世の常織を逆なです   
る・理論もないだろう。‥・そ榔爛   
にひろく流布している、、 uの くは   
まったくの的外れであ卑。それちはた昼   
ひとびと型日常的な経験をそのままくり返   
すだけの批判でし姐‥・いわく、現   
実に市場における価格は経済学が想定して   
いるほど自由には上下しない。いわく、現   
実の市場に掛ナる資本や労働は経済学が想   
定しているほどには自由には移動しえな   
い」（岩井寛人陀l世紀の資本主義輪』ちく   





は、ほぼ貫い尽くされてい草す；   
F今革んでい号のは革帯でさまねえか‥いつ   
からそれを縛めたよ9」「先月の鱒わりか   
ら‥お印匠はんがこれからはおなごも学問   
しねばだめだっておっしやったの。」「それは   
ええこと碍おれも子供の頃何度も何度も読   
んだでなっかしの。」「はん‥針仕事習って   
±垂になればいつさは着物や浴衣が縫える   
ようになるだろ。・・だぼ、学問したら何の   
役にたつんだろう」。「学問御車うに   
望墾⊆墓室重量空室去 
＿  でものを考えれるようになる。この先世の中  
どう変わっても、考える力持ってればなんと  
一」T   
かして生きて行くモともできる。三れは男も   










アオホ・ムージカーの典型に患えますム   
間違いなく、エコノミストにも「経済学だけ  




メッセ一冊   
「専門の仕事への専愈と、それをこ伴うヱヱ   
ウス下的な人間の全面性からの断念章も現   
今の世界で寧ますべて価値串専行為の前獲で   
あって、業績と断食は今日では、今日で鱒   
どうしても切り申しえないものとなってい   
る。・‥この認識は、豊かで美しい人間性   
の時代からの断念を伴う決別を意味し ■■   
室。‥・ピューリタンさ 菓人たらんと   
した、われわれは職業人たらざるをえない」   








うことにしましょう。   
「理 の正しさは経験からは  できない   
いや、掻 から  できるような理pは、  




せんb井口清兵衛の膏薬を借りれば、「学問をす   ヽ。真の理論とは日  はなりえなレ   の理論と  
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岸田衿子   
いそがなくたっていいんだよ   









































ジプシイの横村こ 眠ってもいい  
兎にも 馬にもなれなかったので  




薬審を出し忘れたら 歩いて届けてもいい  
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